
‭（参考様式）（第11条・第13条関係）‬

‭事業基本計画説明状況書‬

‭令和 6年 9月　4日作成　‬

‭事業者の住所・氏名‬

‭（法人にあって、主たる事務所の所‬

‭在地、名称及び代表者の氏名）‬

‭長野県上田市古里777-3‬

‭株式会社野村屋‬

‭代表取締役　野村 健太‬

‭事業太陽光発電施設の設置の場所‬
‭長野県佐久市下小田切字日影332番1‬

‭（設備ID　オフサイトPPAの為、無し　）‬

‭説明会開催についての周知の方法と‬

‭その範囲‬

‭・下小田切区長様に回覧資料を渡し、区民には回覧‬

‭にて周知‬

‭説‬

‭明‬

‭会‬

‭の‬

‭概‬

‭要‬

‭日時‬
‭開催日：令和6年7月28日　‬

‭開催時間：PM13:30〜14:30‬

‭場所‬ ‭下小田切区公会場‬

‭参加者数‬ ‭3名‬

‭説明を行った者の氏名（法人‬

‭にあっては、氏名及び役職名‬

‭株式会社野村屋　取締役　鈴木‬

‭　　　エネルギー事業部　栗林（和）、栗林（大）‬

‭　注１　説明会を２回以上開催した場合は、説明会ごとに作成すること。‬

‭（添付資料）１　説明会で配布した説明資料‬

‭　　　　　　２　説明会で説明した内容、参加者の要望及び意見並びにそれらへの回答等につい‬

‭て具体的に記載した議事録‬
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‭（参考様式）（第11条・第13条関係）‬

‭意見回答書‬

‭作成日令和6年　9月　4日‬

‭太陽光発電施設の設置予定場所‬ ‭佐久市下小田切字日影332番1‬

‭意見（質問・要望）‬
‭陳述者・‬

‭提出者‬
‭回答‬

‭周囲の温度は上がるものな‬

‭のか‬

‭提出者‬ ‭太陽光パネルの熱は特性により上昇し、空気‬

‭の熱伝導率は液体や個体に比べて低いのでパ‬

‭ネルによる温度上昇は低いと考えられます‬

‭野菜などの影響は‬
‭提出者‬

‭上記と同じく周りの温度の上昇は低いと考え‬

‭られますので農作物への影響はないと考えら‬

‭れます‬

‭高さはどれくらい‬ ‭提出者‬ ‭地上から1mで、最上2.4mになります‬

‭高圧設備での契約‬
‭提出者‬

‭低圧発電所で49.50kWになります‬

‭造成で平になるのか‬
‭提出者‬ ‭既存の状態を生かし不陸整正をし、若干南側‬

‭の傾斜になります‬

‭電線の盗難についての対処‬

‭法は‬

‭提出者‬ ‭事業地の周りを1.5ｍのフェンスで囲み第3者‬

‭の進入を防止いたします‬

‭パネルの向きは南向き‬
‭提出者‬

‭南向きにパネルは設置する予定です‬

‭草刈りは‬
‭提出者‬

‭月に1度5月から10月にかけて行います‬

‭侵入路は南側から入って‬

‭貰った方がいい‬

‭提出者‬

‭南側を進入路とし工事は計画しております‬



‭フェンスには名前は書いて‬

‭ある‬

‭提出者‬
‭事業者名、管理者名、電話番号等の情報を掲‬

‭示致します‬

‭事業年数は‬

‭提出者‬
‭メーカー保証が30年ですので30年は継続とし‬

‭て事業を行う予定となります。パネルの発電‬

‭量も見て行いますので30年、40年といった期‬

‭間の実施も可能性としてはあります‬



 

事業基本計画書に係る意見書 

 

受付番号：第 1 号 発電設備の所在地 

佐久市下小田切字日影 332 番地 1 事業者名：株式会社野村屋 

代表取締役 野村 健太 

意見及び指示事項 協議結果 

１ 事業施工場所は、佐久市景観条例に定め

る佐久市景観計画に基づく田園地域に指定

されていますので、景観育成基準を遵守し

た計画としてください。 

 

 

２ 申請地が接する北西側道路は、佐久市道

52-31号線です。建築基準法第42条第2項に

規定される道路であるため、建築行為に準

じ、道路後退及び後退線部分の売渡の協力

をお願いします。 

 

３ 申請地は、長野県屋外広告物条例に定め

る屋外広告物禁止地域になります。（第4

条(3)道路等接続地域）屋外広告物の掲出

に関して規制があります。詳細については

、長野県ホームページの“屋外広告物のし

おり”で確認するか、佐久市役所建築住宅

課窓口へご相談ください。 

 

４ 官民境界を明確にし、境界杭等で明示し

てください。 

 

５ 既設道水路に影響が生じる場合は、打ち

合わせを行い、必要があれば道路自営工事

、占用等の許可を得てください。また、各

関係機関との協議を十分行ってください。 

 

６ 敷地内の雨水は敷地内に設置される浸透

施設に流入するように施工し、道水路に流

出しないようにしてください。また、設置

後もその浸透機能が保たれるよう管理・清

掃等を継続してください。 

 

７ 工事車輌の経路上における公共物等の汚

破損については、速やかに道路管理者に連

絡した上で管理者の指示に従い、申請者の

責任で復旧してください。 

１ 景観に配慮しパネル設置角度を１５°と

し、高さ最低１ｍ最高約２.６ｍとし、フ

ェンス（高さ１.５ｍ）にて周りを囲い低

反射の資材を選定し周辺との調和に配慮い

たします。 

 

２ 承知いたしました。 

 

 

 

 

 

３ ・長野県ホームページ“屋外広告物のし

おり”、佐久市役所建築住宅課様へ確認し

、長野県屋外広告物条例に該当致しません

でした。 

 

 

 

 

４ 境界杭等で明示いたします。 

 

 

５ 既設道水路につきましては、影響は生じ

ないため工事等は行わず既存の状態となり

ます。 

 

 

６ 事業区域につきましては、場内浸透とし

敷地外への流出を防止いたします。 

設置後も管理・清掃等をいたします。 

 

 

 

７ 承知いたしました。 

 

 

 



 

 

８ 敷地内の土砂・砕石等が道路に流出した

場合は、申請者で清掃等を行ってください

。 

 

８ 承知いたしました。 

 

意見及び指示事項について、協議結果は上記のとおりです。 

令和６年９月１７日 

 

 佐久市 環境部 環境政策課  

 

 

 



日影太陽光発電所建設工事
佐久市下小田切字日影３３２番１



商　　号  株式会社  野村屋

代 表 者  野村　健太

創　　業

設　　立

 大正   2年(1913年)12月  1日

 昭和26年(1951年)12月24日

所 在 地  長野県上田市古里 777番地3

電話番号  0268-75-7763 

資本金  300万円

事業内容

・瓦事業

・建築事業

・自然エネルギー事業

グループ

各　  社

 ・株式会社野村屋トラスト（不動産管理・不動産売買）

 ・株式会社ノビレッジ（投資・太陽光発電売電事業）

 ・丸眞興業有限会社 (砕石製造販売・土木工事・産業廃棄物収集運搬処分）

・ グリーン・ヒル神畑（ゴルフ練習場運営）

会社概要 



計画地位置図

計画地 

佐久市下小田切字日影３３２－１ 



事業概要 

 目      的    太陽光発電施設建設工事  
 

 計  画  地   佐久市下小田切字日影３３２番１（公簿面積1166㎡）  

 

 発電出力　　49.5kW（4.95kW×10台）  

 

 発電容量　　99.76kW（580ｗ×172枚）  

 

 管  理  者　 株式会社野村屋  

　 

 予定工期　2024年10月下旬着工～11月下旬完成予定  









処理方法　場内地下浸透処理

処理施設    浸透池

雨水排水処理について
※太陽光発電所施設の敷地において生じた雨水は事業場内にて浸透処理することを
　原則としております。
　当事業計画においても敷地内に浸透施設を設け、 当該事業場内にて生じた雨水は
　敷地外への放流をすることなく、場内にて地下浸透処理を行います。

流出防止工

  【土塁】

① ③②

① ③② ④

調整池：断面イメージ

植生シート



法面保護・傾斜崩落防止策

植生シートとは
ネット全面に肥料、種子が付着しており独自で植生が可能な製品。

施工例

施工後3ヶ月施工後1.5ヶ月施工後





施工概要 (工程)

①造成 ②基礎工 ③架台組立工 ④パネル敷設

事業開始…

⑤電気工 ⑥フェンス設置工 ⑦系統連系(運転開始) ⑧完工

＝



地盤強度試験参考資料

引抜き試験

垂直方向への耐久力を試験します。

水平試験

水平方向への耐久力を試験します。

押込み試験

垂直方向への耐久力を試験します。



・毎月1度、現地に赴き場内実地
　点検・作業を実施します。

・作業項目

　草刈り(※春～秋に適宜実施）

　太陽光発電設備・機器点検

　場内・付帯設備点検

　場内状況の点検

発電所維持管理 (メンテナンス )について

月次点検 /作業
・遠隔監視装置を設置し、太陽光発電
　設備の運転状況を確認できます。

・運転停止や異常が発生すると
　アラートメッセージが発報され、
　担当者が現地確認を実施します。

・万が一設備に異常が生じた場合は
　速やかに確認を行い、必要に応じて
　設備の停止や安全点検、復旧を実施
　します。　
　

遠隔監視 緊急対応

　・当社の太陽光発電所は自社にて企画・設計から施工・

　   維持管理 (メンテナンス )を一貫して行っています。
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よくいただくご質問について

ご質問 回答

事業期間
・事業期間の制限が定められていないため 、長期的な事業計画となります。
・事業終了の際にはパネル、架台及び電気設備を撤去し更地の状態に戻します。

反射光
・向きや設置角度、距離を検討し、影響が少なくなるよう配慮します。
・太陽光パネルは低反射コーティング（ ARC）を使用したものを選定いたしま　　す。

設備の音
・日中しか発電しないため、夜間は稼働しません。
・稼働中の音についてはメーカーの公表値　 29デシベル程度です。
　（深夜の郊外、鉛筆の執筆音、ささやき声などが　 30デシベル程度です）

安全対策について

・発電所は第三者の侵入を防止するため、周囲をフェンスにて囲い、門扉は施錠　し管
理いたします。
・門扉には事業者及び管理者の情報（氏名、住所、連絡先）を掲示いたします。
・施工～事業期間については管理者名および連絡先を発電所に掲示いたします。




















